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福島県 

坂内先生が、除染や身の回りの放射線の基礎知識、放射線を自ら測ることの意味をイラストや写真を使って説明。 

 ５月１９日、郡山市立桑野小学校で６年生８７名を対
象にした放射線の授業が行われました。児童たちが学校
の校庭や周辺の空間線量率を自分で測定して、安全を確
認し、安心して学校生活を送ることが目的です。 
 授業を担当したのは坂内智之先生。坂内先生は震災直
後から、子どもたちに正しく放射線を理解してもらうた
め、積極的に取組んできました。桑野小学校でも初の試
みとして児童が自ら測定器を使う授業を取り入れました。 
 まずは、除染や放射線などに関する基礎的な知識を児
童たちと一緒に確認し、今回の授業の目的を共有します。
その後、児童たちは４～５名ごとの班に分かれて、除染
情報プラザのスタッフと一緒に線量計を使って、校庭や
通学路の空間線量率を測定しました。児童の歩幅でおお
よそ５０歩、３０メートルごとに地上５０センチの高さ
の空間線量率を測り、地図上に記録していきます。 
 測定した結果を基に、数値に応じて色付けした放射線

量マップを作り、他の班のマップと見比べながら確認し
合いました。坂内先生は「どういう場所の線量が高かっ
た？線量の違いが出るのはどうしてだろう？」と問いか
けました。単に測るだけではなく、その結果を基に自分
で考えることが坂内先生の授業の特徴です。児童たちか
らは「木のあるところが高かった」「道路の放射性物質
が雨で流れて、側溝に溜まっているのかも」といった意
見が次々と出ました。 
 坂内先生は、「『福島の子どもたちはかわいそう』と
誤解して言う人がいるが、放射線について正しい知識を
持ち、『受けている放射線量はこれくらいだから大丈
夫』と、きちんと説明できる力が必要」と児童たちに伝
えました。この日の授業には、将来に向けて力強く生き
てほしいと願う先生の思いが込められていました。 
 除染情報プラザは、今後も各自治体と連携しながら、
放射線教育への協力に取組んでいきます。 

児童たちにとって身の回りの放射線量を自分
で測定するのは初めての経験。時間係、記録
係と分担し班ごとに協力し合って取り組んだ。 

地図上で色分けすることで、空間線量のばら
つきを見える化。測定する作業、測定後の確
認作業を通じて、考える力を養ってもらいた
いという意図がある。 

除染情報プラザが放射線の授業に協力。 
子どもたちが体験から学ぶ『測る』意味。 


